
平成20年度遺跡速報展

- 解説シート -

　上分西遺跡は、四国中央市を流れる最大の河川で

ある金生川の左岸にあります。本年度の調査では平

安時代(9～10世紀ころ)の水田跡が見つかりまし

た。

　発掘調査では土の堆積状況から現在に至るまでの

5つの水田面(Ⅰ～Ⅴ期水田)があることがわかりまし

た。調査した水田面は洪水の砂に覆われたⅠ期水田

で、当時の「あぜ」である畦畔が残っていました。

その畦畔の検出状況から小区画水田であることがわ

かりました。また水田面では牛や人の足跡なども見

つかっており、当時の水稲農耕の様子がわかる貴重

な発見になりました。

● 上分西遺跡 ( 四国中央市上分町 )
か み ぶ ん に し

水田土層断面

水田面検出状況

　上郷遺跡は、新居浜東部山地の北麓に位置してお

り、発掘調査の結果、縄文時代から中世にかけての

集落跡や墓などが見つかりました。とくに縄文時代

晩期(約3,000年前)の遺構・遺物は質量ともに豊富

で、県内でも類例の少ないこの時期の墓(土坑墓・土

器棺墓)や数多くの土器・石器が確認されています。

また、古墳時代では盗掘を受けていない未発見の古

墳を確認することができ、中世では鎌倉時代～室町

時代にかけての集落跡が見つかっています。

● 上郷遺跡(新居浜市郷)
か み ご う

縄文時代の土坑墓



　池の内遺跡は、西条市東部に広がる河岸段丘が発

達した地域にあります。ここでは、主に縄文時代晩

期（約3,000年前）と古代（約1,300年前）の遺

構・遺物が発見されました。

　縄文時代晩期の遺構には、土器や石器などが廃棄

された土坑が確認されたほか、石棒だけを埋納した

土坑が2基も見つかっています。住居などは見つ

かっていませんが、この周辺に縄文集落が存在して

いたと考えられます。

　古代では掘立柱建物や住居などのほか、集落を区

画する溝も発見されました。また、掘立柱建物は

20棟以上も検出されており、大規模な古代集落の

様相が明らかとなりました。

● 池の内遺跡 2 次調査 ( 西条市飯岡 )
いけ　　　うち

古代の掘立柱建物群

石棒の出土状況

　経田遺跡は、今治平野南東部を流れる頓田川の中

流域左岸にあります。今年度の調査では、中世（鎌

倉～室町時代）の遺構を中心に古代の掘立柱建物、

弥生時代から古墳時代の溝や竪穴住居等が見つかり

ました。特に中世の遺構では、頓田川左岸から南西

方向に伸びる道路状遺構とその周辺に広がる集落跡

が確認されたことが大きな成果です。また追加調査

を行った二次調査区からは、県内でも事例の少ない

弥生時代中期末の円形周溝墓が見つかっています。

● 朝倉下経田遺跡（今治市朝倉下）
あ さ く ら し も きょうでん

● 一本松遺跡 ( 今治市山口 )

　一本松遺跡は、朝倉盆地北部を流れる古谷川によっ

て作られた、扇状地扇端部の緩斜面にあります。今回

は一昨年度調査したところの南側を調査し、弥生時

代・古墳時代の人々の生活の跡が見つかりました。

　弥生時代のものとしては、弥生時代中期(約2,000年

前)の土器を捨てた土坑(素掘りの穴)が、古墳時代のも

のとしては5世紀後半頃(約1,500年前)の竪穴住居1

棟、掘立柱建物(高床の建物) 2棟が見つかりました。

朝倉盆地では古墳時代の集落はまだ発見例が少なく、

当時の人々の生活の様子を考える手がかりとなるで

しょう。

い っ ぽ ん ま つ

南西方向にのびる道路状遺構

遺跡全景



● 北井門遺跡 2 次調査
　　　　　　　　　　　　　　　　( 松山市北井門町 )

　北井門遺跡は、松山平野南部を流れる内川が重信川

に合流する付近にあります。発掘調査の結果、弥生時

代後期の竪穴住居や溝などが見つかりました。竪穴住

居は全部で3棟あり、そのうちの2棟は平面が四角形、

1棟は円形でした。どの住居も中央に炉を備えていま

した。溝はゆるやかに「S」字形を描いて東西方向へ

のび、中からはたくさんの土器が出土しています。中

にはほとんど壊れていないものもありましたが、多く

は壊れて破片となったもので、いらなくなった土器を

溝の中に捨てたものと考えられます。今回の調査(2次

調査)で発見された住居が、前回の調査(1次調査)で確

認されている集落の一部であるとすると、北井門遺跡

の弥生集落は東西750m以上もの範囲に広がっていた

こととなり、弥生時代後期の北井門町には、県内でも

有数の規模を誇る有力なムラがあったと考えられま

す。

きた　 い　 ど

溝(SD1)遺物出土状況

● 中津倉城跡 ( 宇和島市高串 )

　中津倉城跡は、旧宇和島市の北東部、高串川と光満

川に挟まれた丘陵先端部(標高80～91m)に位置してい

ます。発掘調査の結果、土塁や堀切など中世城郭に関

係する遺構や遺物(青磁碗・備前焼など)が見つかりま

した。

　出土遺物から15世紀代の城郭と考えられますが、

調査継続中であり、今後は土塁の調査が行われる予定

になっています。

なかつくらじょうあと

堀切と土塁




